
印象の与え方 

及川 直総 



目的 

本研究を通して良い印象の与え方を
学び、今後に生かす。 



仮説 

かたい・信頼できる等の印象はスー
ツ系、好感が持てる・親しみ易い等
の印象はカジュアル系のシンプルな
服装等で印象を変えさせることが可
能だと考える。 



実験方法 

異なる服装の写真を５枚用意し、そ
の後アンケートをとる。 

 

分散分析を行う。 

 



アンケート内容 
綺麗⇔汚い 
明るい⇔暗い          ４段階評価 
活発⇔不活発 
高価⇔安価 
派手⇔地味 
若い⇔若くない 
かたい⇔やわらかい 
ユニーク⇔ありふれた 
センスが良い⇔センスがない 
好感が持てる⇔好感が持てない 
親しみ易い⇔親しみにくい 
信頼できる⇔信頼できない 

 



写真１・２ 



写真３・４ 



写真５ 



親しみ易い 



信頼できる 



結果 
  スーツの与える印象は信頼でき、
かたいといったものが強く、親しみ
やすく、若いという印象にはつなが
らない。 

  逆に親しみ易い、活発などの印象
を与えられるのは写真２のような服
装だった。 

スウェットは良い印象に結びつくこ
とはなかった。 

 



考察 
服装の違いによって与える印象は大
きく違うことがわかった。 

今回の実験では、モデルは同一人物
とはいえ、背景が異なる点、顔・身
体の角度の違い等、写真に統一性が
ないということが問題点である。 

あらかじめ服を用意し、同じ背景、
同じポーズの写真を準備できれば、
正確なデータに近づくと考えた。 

 


